
                    

 

 

 

 

 

夏休みを有意義に過ごす 
 

真っ赤になったプチトマト。涼しげな朝顔の鉢植え(左写真)。蝉

の声。元気に過ごした１学期も終わりです。明日から８月２８日まで

夏休みとなります。１学期間、子どもたちが元気で無事に終業式を

迎えることができたのも保護者の皆様、地域の方々、そして、子ど

も見守り隊の方々をはじめ学校を支えるボランティアの皆様のお

かげです。本当にありがとうございました。 

夏休みは「時間の使い方」を自分で計画する機会です。         1年生 七夕飾り 

計画的に学習に取り組み、有意義な時間になるようにと思います。 

  熱中症・感染予防・交通事故などには充分に気をつけてください。 

子どもたちが夏休みを健康で安全に過ごし、みんな揃って２学期の

始業式に元気に登校してくることを心から願っています。 

  １学期に取り組んだ学習や生活での成長を大切にして、さらに飛躍す 

 る２学期にしていきましょう。 

   

夏季休業中、お子様に関して緊急連絡やご相談などありましたら、平日は市場小学校へ、休

日や学校閉庁期間は「市役所」（６３－１０００）へご連絡下さい。 

 

八月  葉月  AUGUST 
 

・・・・・・・・・・8・９月の主な行事のお知らせ・・・・・・・・・ 

 

8月  

 11日（木）～１５日（月） 学校閉庁期間 

 （緊急連絡は市役所 63-1000へ） 

 ２９日（月） 2学期始業式 給食なし 11：００ごろ下校 

 ３０日（火） 2学期給食開始 

9月  

 １２日(月）～１６日(金) 5年生自然学校 嬉野台生涯教育センター 

 １７日(土) ＰＴＡエコ回収 

 

    

  学校教育目標「健康で明るく 強く正しく 共に生きぬく子の育成」 夏休み号 

                    令和４年７月２０日 小野市立市場小学校 

                          

  学校長  



子どもたちの発達から考えても、「今」するべき基本的な大切なこと。 

優しい心や強い心と学習は脳でつながっています。 
生活のリズムを整える上で課題となっているのが、情報端末機器の正しい活用のあり方で

す。情報機器の使用やモラルについての学習を通して、各ご家庭で子どもと話し合い、改めて

約束を考えていただき、また たくさんのご意見もありがとうございました。 

約束は「守られているかどうか」が課題。誰のために守らなければならないのか、これからも

各ご家庭でも一緒に話し合ってみてください。子どもたちの思い・言葉にも耳を傾けたうえで、

子どもたちが自分の意思で行動を考えていくことが大切です。個々のことですが、みんなでよ

り良い生活について一緒に取り組むのも大事なことです。 ちょっとぐらいと思っても、クセに

なりやすいのが問題です。積み重なると大きな影響が出ます。視力低下も気になります。画面

を『30cm は離して、３０分見たら休憩し、２０秒以上は遠くの景色を見る』と良いようです。ま

た熱中症に気をつけながら「屋外活動」も視力低下予防の効果があると言われています。 

(１)ゲーム・ネット使用は、１日１時間以内、夜９時まで。 

（これが守れず、生活のリズムを崩すことにつながりやすいです。寝る時間・起きる時間

を崩さないことがポイントです。） 

(２)少なくとも夜の９時には居間の充電器にゲーム、携帯電話、スマートフォンを置く。 

(３)相手の顔が見えるコミュニケーションで絆を深めていく。（家族の触れ合い） 

(４)自己肯定感を高めて、自分が好き、友だちが好きという心を培う。 

(５)親が子どもに見本を示す。                 （市場小学校 PTAの取組） 

                            

７月の様々な活動  
5年生プログラミング授業  ７月４日(月) 
 小野市内の小学校５年生とともに、Chromebook に
マイクロビットをつないでプログラミングを学びました。
プログラムによる「カエルの歌」の輪唱に挑戦しました。 
 

  

3年生環境体験学習 ７月８日(金) 
山田川の生き物調査に出かけ、水質と生態系の関

係について考えました。身近な自然環境を題材として、
体験的に学べることは幸せなことです。池の水質 pH
にも興味津々の眼差しでした。  
 
 

大掃除 7月 13日(水)  「もくもくそうじ」に取り組んだ１学期の締めくくり 
１学期の締めくくりとして、大掃除をしました。「集中してきれいにす

る」「他にもできることがないか気づく」「周りの人と協力して気を利か

せる」 もくもくそうじを通じて身につけてほしいことです。                                                              


